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(百万円未満切捨て)

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 4,343 2.3 145 136.7 189 511.6 163 ―

2025年３月期中間期 4,246 5.3 61 983.5 30 △50.8 9 ―
(注) 包括利益 2026年３月期中間期 290百万円( ―％) 2025年３月期中間期 △93百万円( ―％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 55.10 ―

2025年３月期中間期 3.25 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 16,256 8,155 50.2

2025年３月期 15,955 7,939 49.8
(参考) 自己資本 2026年３月期中間期 8,155百万円 2025年３月期 7,939百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00

2026年３月期 ― 0.00

2026年３月期(予想) ― 40.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,200 4.6 500 128.1 450 129.9 350 70.4 117.78
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期中間期 2,992,999株 2025年３月期 2,992,999株

② 期末自己株式数 2026年３月期中間期 21,429株 2025年３月期 21,382株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 2,971,589株 2025年３月期中間期 2,971,704株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的
であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンド消費の増加等の影響もあり、

緩やかな回復基調で推移いたしました。一方で、ウクライナや中東情勢をはじめとする地政学リスク、原材料やエ

ネルギー価格の高騰、米国の対外政策の動向等を注視する必要があり、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

こうした中、当社グループにおきましては、７月に東京ビックサイトにて開催されました鍛圧機械の国際展示会

である「ＭＦ－ＴＯＫＹＯ2025」、９月にドイツにて開催されました欧州最大の国際金属見本市「ＥＭＯ」に出展

し、多くのお客様にご来場いただきました。また、新製品の正面フライスカッタ「ＰＮＳ－ＲＥＢＯＲＮ」の発売

に加え、ＳＫＳ－ＧⅡ09タイプの耐熱・チタン合金加工用インサートの追加や頑固一徹エンドミルシャンクの追加

等、既存製品のラインナップの拡張にも取り組み、当社製品のさらなる市場浸透を図ってまいりました。今後も新

製品の発売を予定しており、より一層お客様のニーズに応えてまいります。

当中間連結会計期間の連結売上高は、前年同期比2.3％増の4,343百万円となりました。このうち国内販売は前年

同期比10.7％増の1,970百万円となり、輸出は同3.8％減の2,373百万円となりました。輸出の地域別では、北米向け

が前年同期比4.0％減の511百万円、欧州向けが同4.4％減の627百万円、アジア向けが同3.2％減の1,220百万円、そ

の他地域向けが同22.0％減の14百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出の割合は、前年同期に比べ3.5ポ

イント減少し54.6％となりました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比0.9％増の261百万円、切削工具が同2.8％減の3,429百万円、耐摩耗工具が

同1.3％増の452百万円となりました。

収益面では、売上原価率が改善したこと等により、営業利益は前年同期比136.7%増の145百万円、経常利益は同

511.6％増の189百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は163百万円（前年同期は中間純利益9百万円）となりま

した。

（２）当中間期の財政状態の概況

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ300百万円増加し16,256百万円となりました。このうち流動資産は246百万円の増

加、固定資産は54百万円の増加となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が273百万円、仕掛品が160百万円それぞれ増加し、受取手形及び売

掛金が212百万円減少したことであります。

固定資産のうち、有形固定資産は196百万円減少しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少414

百万円、設備投資の実施による増加267百万円であります。投資その他の資産は174百万円増加しました。変動の主

な要因は、投資有価証券が183百万円増加したことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ84百万円増加し、8,101百万円となりました。このうち流動負債は108百万円の増

加、固定負債は23百万円の減少となりました。

流動負債の変動の主な要因は、電子記録債務が34百万円、短期借入金が39百万円それぞれ増加したことでありま

す。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が107百万円、繰延税金負債が32百万円それぞれ増加し、リース債務が

112百万円、退職給付に係る負債が50百万円それぞれ減少したことであります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ216百万円増加し、8,155百万円となりました。このうち株主資本は89百万円増

加し、6,837百万円となりました。また、その他の包括利益累計額は126百万円増加し、1,317百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では2025年５月13日に公表しました業績予想に変更はございません。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,346,849 1,620,075

受取手形及び売掛金 1,995,483 1,783,011

商品及び製品 2,140,381 2,102,298

仕掛品 1,666,994 1,827,058

原材料及び貯蔵品 1,013,370 1,061,741

未収消費税等 33,679 30,465

その他 212,007 227,482

貸倒引当金 △14,341 △11,010

流動資産合計 8,394,425 8,641,122

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,470,455 1,448,508

機械装置及び運搬具（純額） 1,252,184 1,098,423

土地 975,530 975,530

リース資産（純額） 1,351,126 1,271,261

その他（純額） 140,407 199,821

有形固定資産合計 5,189,704 4,993,545

無形固定資産 256,603 332,274

投資その他の資産

投資有価証券 1,632,637 1,815,801

関係会社出資金 411,672 402,854

差入保証金 51,791 52,227

保険積立金 27,053 28,016

繰延税金資産 13,171 13,965

その他 5,856 4,003

貸倒引当金 △27,600 △27,600

投資その他の資産合計 2,114,582 2,289,269

固定資産合計 7,560,890 7,615,090

資産合計 15,955,315 16,256,213
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 320,011 347,922

電子記録債務 645,318 679,860

短期借入金 1,523,907 1,563,851

未払法人税等 33,486 59,915

賞与引当金 198,088 194,103

未払費用 73,150 74,808

その他 719,855 701,837

流動負債合計 3,513,817 3,622,297

固定負債

長期借入金 2,784,186 2,891,868

リース債務 1,006,239 893,290

繰延税金負債 195,455 227,700

資産除去債務 17,560 17,560

長期未払金 53,341 53,341

退職給付に係る負債 445,645 394,971

固定負債合計 4,502,428 4,478,732

負債合計 8,016,245 8,101,029

純資産の部

株主資本

資本金 3,099,194 3,099,194

資本剰余金 1,703,329 1,703,329

利益剰余金 1,992,369 2,081,802

自己株式 △46,696 △46,732

株主資本合計 6,748,195 6,837,593

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 691,350 815,797

為替換算調整勘定 426,988 432,014

退職給付に係る調整累計額 72,535 69,778

その他の包括利益累計額合計 1,190,874 1,317,590

純資産合計 7,939,070 8,155,183

負債純資産合計 15,955,315 16,256,213
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

売上高 4,246,334 4,343,129

売上原価 2,840,489 2,830,962

売上総利益 1,405,844 1,512,166

販売費及び一般管理費 1,344,392 1,366,720

営業利益 61,452 145,446

営業外収益

受取利息 3,229 3,748

受取配当金 19,375 24,524

為替差益 - 26,687

持分法による投資利益 6,395 19,354

受取ライセンス料 5,225 6,524

その他 12,184 21,316

営業外収益合計 46,410 102,156

営業外費用

支払利息 47,644 52,463

為替差損 24,019 -

支払手数料 1,241 1,521

その他 3,972 4,131

営業外費用合計 76,878 58,116

経常利益 30,984 189,486

特別損失

固定資産除売却損 70 121

投資有価証券売却損 - 495

特別損失合計 70 616

税金等調整前中間純利益 30,913 188,869

法人税、住民税及び事業税 25,496 50,565

法人税等調整額 △4,248 △25,420

法人税等合計 21,247 25,145

中間純利益 9,665 163,724

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 9,665 163,724
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中間連結包括利益計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

中間純利益 9,665 163,724

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △75,609 124,446

為替換算調整勘定 △60,637 33,199

退職給付に係る調整額 △7,359 △2,757

持分法適用会社に対する持分相当額 40,738 △28,172

その他の包括利益合計 △102,868 126,715

中間包括利益 △93,202 290,440

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △93,202 290,440

非支配株主に係る中間包括利益 - -
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 30,913 188,869

減価償却費 459,016 444,465

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,359 △3,331

受取利息及び受取配当金 △22,604 △28,273

支払利息 47,644 52,463

為替差損益（△は益） 534 △250

持分法による投資損益（△は益） △6,395 △19,354

固定資産除売却損益（△は益） 70 121

投資有価証券売却損益（△は益） - 495

売上債権の増減額（△は増加） 242,668 233,565

棚卸資産の増減額（△は増加） 179,691 △147,507

仕入債務の増減額（△は減少） △14,130 36,046

その他 △84,593 △96,295

小計 836,175 661,012

利息及び配当金の受取額 19,626 24,499

利息の支払額 △48,961 △53,377

法人税等の支払額 △28,683 △24,400

法人税等の還付額 21,318 6,952

営業活動によるキャッシュ・フロー 799,475 614,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,161 △3,294

投資有価証券の売却による収入 - 1,229

有形固定資産の取得による支出 △292,969 △159,405

無形固定資産の取得による支出 △25,884 △131,552

保険積立金の積立による支出 △334 △962

その他 630 △40

投資活動によるキャッシュ・フロー △321,719 △294,027

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,300,000 -

短期借入金の返済による支出 △3,600,000 -

長期借入れによる収入 1,100,000 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △945,665 △852,374

自己株式の取得による支出 △69 △38

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △127,049 △134,028

配当金の支払額 △73,967 △73,878

財務活動によるキャッシュ・フロー △346,750 △60,319

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16,027 12,885

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 114,977 273,225

現金及び現金同等物の期首残高 1,389,966 1,346,849

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,504,943 1,620,075
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。た

だし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前中間純利益を調整のうえ、法定実効税率を用いて税金費用を計算

しております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

前中間連結会計期間（自 2024年４月１日 至 2024年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

当中間連結会計期間（自 2025年４月１日 至 2025年９月30日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

（重要な後発事象）

(投資有価証券の売却)

当社は、2025年９月30日開催の取締役会において、保有する投資有価証券の一部を売却することを決議し、下記

のとおり売却いたしました。

１. 投資有価証券売却の理由

政策保有株式の縮減を進め、資本効率の向上を図るため。

２. 投資有価証券売却の内容

(１) 売却株式 当社保有の非上場有価証券１銘柄

(２) 売却時期 2025年10月３日

(３) 投資有価証券売却益 183百万円
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３．その他

（１）生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

当中間連結会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 269,923 7.1 267,891 6.6 △2,032 △0.8

切削工具 3,133,880 81.8 3,384,305 83.4 250,425 8.0

耐摩耗工具 426,575 11.1 399,812 9.9 △26,763 △6.3

その他 956 0.0 2,530 0.1 1,574 164.6

合計 3,831,334 100.0 4,054,538 100.0 223,204 5.8

(注) １ 金額は販売価格で表示しております。

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

② 受注実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

当中間連結会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

比較増減

受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円) 受注高(千円) 受注残高(千円)

焼肌チップ 277,806 62,474 261,110 48,713 △16,696 △13,761

切削工具 3,598,612 509,048 3,760,963 981,754 162,351 472,706

耐摩耗工具 518,839 206,141 406,660 131,384 △112,179 △74,757

その他 11,713 539 199,713 280 188,000 △259

合計 4,406,970 778,202 4,628,446 1,162,131 221,476 383,929

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

③ 販売実績

製品区分

前中間連結会計期間
自 2024年４月１日
至 2024年９月30日

当中間連結会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

比較増減

金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％)

焼肌チップ 259,356 6.1 261,751 6.0 2,395 0.9

切削工具 3,528,192 83.1 3,429,132 79.0 △99,060 △2.8

耐摩耗工具 447,182 10.5 452,801 10.4 5,619 1.3

その他 11,604 0.3 199,445 4.6 187,841 1,618.8

合計 4,246,334 100.0 4,343,129 100.0 96,795 2.3

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。


